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PIMについて
マルチキャスト対応ルータ間で使用される PIMは、マルチキャスト配信ツリーを構築して、
ルーティングドメイン内にグループメンバーシップをアドバタイズします。PIMは、複数の
送信元からのパケットが転送される共有配信ツリーと、単一の送信元からのパケットが転送さ

れる送信元配信ツリーを構築します。

Cisco NX-OSは、IPv4ネットワーク（PIM）対応の PIMスパースモードをサポートします。
PIMスパースモードでは、ネットワーク上の要求元だけにマルチキャストトラフィックが伝
送されます。ルータ上で同時に実行するようにPIMを構成できます。PIMグローバルパラメー
タを使用すると、ランデブーポイント（RP）、メッセージパケットフィルタリング、および
統計情報を設定できます。PIMインターフェイスパラメータを使用すると、マルチキャスト
機能のイネーブル化、PIMの境界の識別、PIM helloメッセージインターバルの設定、および
指定ルータ（DR）のプライオリティ設定を実行できます。

Cisco NX-OSは、PIMデンスモードをサポートしていません。（注）
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Cisco NX-OSでマルチキャスト機能を有効化するには、各ルータで PIM機能を有効化してか
ら、マルチキャストに参加する各インターフェイスで、PIMスパースモードを有効化する必
要があります。PIMは IPv4ネットワーク用に構成できます。IPv4ネットワーク上のルータで
IGMPがイネーブルになっていない場合は、PIMによって自動的にイネーブルにされます。

PIMグローバル構成パラメータを使用すると、マルチキャストグループアドレスの範囲を構
成して、次に示す配信モードで利用できます。

• Any Source Multicast（ASM）：マルチキャスト送信元の検出機能を提供します。ASMで
は、マルチキャストグループの送信元と受信者間に共有ツリーを構築し、新しい受信者が

グループに追加された場合は、送信元ツリーに切り替えることができます。ASMモード
を利用するには、RPを設定する必要があります。

ASMモードで使用される PIMスパースモードと共有配信ツリーの詳細については、「RFC
4601」を参照してください。

Cisco Nexus® 3550-Tは、次をサポートしていません。

• Cisco Nexus® 3550-Tは、マルチキャスト FHRデバイスとして動作できません。

• CiscoNexus® 3550-Tは、ソースツリー（SG-Tree）の形成をサポートしていません。

（注）

Helloメッセージ
ルータがマルチキャスト IPv4アドレス 224.0.0.13に PIM helloメッセージを送信して、PIMネ
イバールータとの隣接関係を確立すると、PIMプロセスが開始されます。helloメッセージは
30秒間隔で定期的に送信されます。PIMソフトウェアはすべてのネイバーからの応答を確認
すると、各LANセグメント内で優先順位が最大のルータを代表ルータ（DR）として選択しま
す。DR優先順位は、PIM helloメッセージの DR優先順位値に基づいて決まります。全ルータ
のDRプライオリティ値が不明、またはプライオリティが等しい場合は、IPアドレスが最上位
のルータが DRとして選定されます。

helloメッセージには保持時間の値も含まれています。通常、この値はhelloインターバルの3.5
倍です。ネイバーから後続の helloメッセージがないまま保留時間を経過すると、デバイスは
そのリンクで PIMエラーが生じたと判断します。

設定された保留時間の変更は、インターフェイスで PIMを有効または無効にした後に送信さ
れる最初の 2つの helloには反映されない場合があります。その後、インターフェイスで送信
される最初の 2つの helloについては、設定された保留時間が使用されます。これにより、正
しい保留時間の helloを受信するまで、PIMネイバーは、初期ネイバーセットアップについ
て、誤ったネイバータイムアウト値を設定する可能性があります。

PIMソフトウェアで、PIMネイバーとの PIM helloメッセージの認証にMD5ハッシュ値を使用
するよう設定すると、セキュリティを高めることができます。
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Join-Pruneメッセージ
DRが新しいグループの受信者または送信元から IGMPメンバーシップレポートメッセージを
受信すると、DRは、ランデブーポイント（ASMモード）に面しているインターフェイスか
らPIMJoinメッセージを送信することにより、受信者を送信元に接続するためのツリーを作成
します。ランデブーポイント（RP）とは、ASMモードでPIMドメイン内のすべての送信元お
よびホストにより使用される、共有ツリーのルートです。

DRはグループまたは送信元から最後のホストが脱退したことを認識すると、PIM Pruneメッ
セージを送信して、配信ツリーから該当するパスを削除します。

各ルータは、マルチキャスト配信ツリーの上流方向のホップに Joinまたは Pruneアクションを
次々と転送し、パスを作成（Join）または削除（Prune）します。

このマニュアル内の「PIM joinメッセージ」および「PIM pruneメッセージ」という用語
は、PIM join-pruneメッセージに関して、Joinまたは Pruneアクションのうち実行される
アクションのみをわかりやすく示すために使用しています。

（注）

Join/Pruneメッセージは、ソフトウェアからできるだけ短時間で送信されます。join-pruneメッ
セージをフィルタリングするには、ルーティングポリシーを定義します。

ステートのリフレッシュ

PIMでは、3.5分のタイムアウト間隔でマルチキャストエントリをリフレッシュする必要があ
ります。ステートをリフレッシュすると、トラフィックがアクティブなリスナーだけに配信さ

れるため、ルータで不要なリソースが使用されなくなります。

PIMステートを維持するために、最終ホップである DRは、Join/Pruneメッセージを 1分に 1
回送信します。次に、（*, G）ステートの構築例を示します。

•（*, G）ステートの構築例：IGMP（*, G）レポートを受信すると、DRは（*, G）PIM Join
メッセージを RP方向に送信します。

ステートがリフレッシュされていない場合、PIMソフトウェアは、上流ルータのマルチキャス
ト発信インターフェイスリストから転送パスを削除し、配信ツリーを再構築します。

ランデブーポイント

ランデブーポイント（RP）は、マルチキャストネットワークドメイン内にあるユーザが指定
したルータで、マルチキャスト共有ツリーの共有ルートとして動作します。必要に応じて複数

の RPを設定し、さまざまなグループ範囲をカバーすることができます。

スタティック RP

マルチキャストグループ範囲のRPは静的に設定できます。この場合、ドメイン内のすべての
ルータに RPのアドレスを設定する必要があります。
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スタティック RPを定義するのは、次のような場合です。

•ルータに Anycast RPアドレスを設定する場合

•デバイスに RPを手動で設定する場合

Cisco Nexus® 3550-Tは、Static-RPのみをサポートおよび検証します。（注）

PIM登録メッセージ
PIM Registerメッセージは、マルチキャスト送信元に直接接続された指定ルータ（DR）から
RPにユニキャストされます。PIM Registerメッセージには次の機能があります。

•マルチキャストグループに対する送信元からの送信がアクティブであることをRPに通知
する

•送信元から送られたマルチキャストパケットをRPに配信し、共有ツリーの下流に転送す
る

DRは RPから Register-Stopメッセージを受信するまで、PIM Registerメッセージを RP宛に送
信し続けます。RPが Register-Stopメッセージを送信するのは、次のいずれかの場合です。

• RPが送信中のマルチキャストグループに、受信者が存在しない場合

• RPが送信元への SPTに加入しているにもかかわらず、送信元からのトラフィックの受信
が開始されていない場合

PIMトリガーレジスタはデフォルトで有効になっています。

ip pim register-sourceを使用できますコマンドは、登録メッセージの送信元 IPアドレスが、
RPがパケットを送信できる一意のルーテッドアドレスではない場合に、登録メッセージの送
信元 IPアドレスを設定するために使用します。このような状況は、受信したパケットが転送
されないように送信元アドレスがフィルタリングされる場合、または送信元アドレスがネット

ワークに対して一意でない場合に発生します。このような場合、RPから送信元アドレスへ送
信される応答は DRに到達せず、Protocol Independent Multicast Sparse Mode（PIM-SM）プロト
コル障害が発生します。

次に、登録メッセージの IP送信元アドレスを DRのループバック 3インターフェイスに設定
する例を示します。

ip pim register-source loopback 3
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CiscoNexus 3550-Tハードウェアにインストールされているすべてのマルチキャストルー
トに対して実行される RPFチェックはありません。エントリに到達したパケットは、着
信インターフェイスに関係なく、プログラムされたすべての受信者にフラッディングさ

れます。

（注）

Cisco NX-OSでは RPの処理の停滞を防ぐため、PIM Registerメッセージのレート制限が
行われます。

（注）

指定ルータ

PIMの ASMモードでは、各ネットワークセグメント上のルータの中から指定ルータ（DR）
が選択されます。DRは、セグメント上の指定グループおよび送信元にマルチキャストデータ
を転送します。

LANセグメントごとの DRは、「Helloメッセージ」に記載された手順で決定されます。

ASMモードの場合、DRは RPに PIM Registerパケットをユニキャストします。DRが、直接
接続された受信者からの IGMPメンバーシップレポートを受信すると、DRを経由するかどう
かに関係なく、RPへの最短パスが形成されます。これにより、同じマルチキャストグループ
上で送信を行うすべての送信元と、そのグループのすべての受信者を接続する共有ツリーが作

成されます。

CiscoNexus3550-Tハードウェアに接続された直接の受信者がない場合、CiscoNexus3550-T
は指定されたルータにマルチキャストパケットを転送しません。

（注）

PIM-BIDIRモードは、Cisco Nexus 3550-Tではサポートされていません。（注）

共有ツリーから送信元ツリーへの ASMスイッチオーバーは、Cisco Nexus 3550-T 10.1(2t)
リリースではサポートされていません。

（注）

PIMの前提条件
•デバイスにログインしている。
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•現在の仮想ルーティングおよびフォワーディング（VRF）モードが正しい（グローバルコ
マンドの場合）。この章の例で示すデフォルトのコンフィギュレーションモードは、デ

フォルト VRFに適用されます。

Cisco Nexus 3550-T - 10.1(2t)リリースはデフォルトの VRFのみをサポートします。（注）

PIMの注意事項と制約事項
PIMには、次の注意事項と制限事項があります。

Cisco Nexus 3550-T - 10.1(2t)リリースでは、PIMはデフォルトの VRFのみがサポートさ
れています。

（注）

• Cisco Nexus® 3550-Tスイッチでは、PIM-ASMモードのみがサポートされています。

• Cisco Nexus 3550-T - 10.1(2t)リリースは、AutoRPまたは BSR構成をサポートしていませ
ん。

• {Vrf,S,G}ルートがサポートされていないため、以下の構成が推奨されます：

• ip pim spt-threshold infinityの構成

• PIM-SSMを無効にします。

• IGMPv3スヌーピングが有効になっていても、IGMPv3から受信した {S,G}は Cisco
Nexus 3550-T - 10.1(2t)リリースにはインストールされません。

• RPFチェックはハードウェアに導入されていないため、受信した RPF失敗パケットは、
インストールされた {*,G}ルート oiflistに転送されます。ただし、着信L3ポートでパケッ
トを転送しないようにハードウェアチェックが導入されています。

• Cisco Nexus® 3550-Tスイッチはカットスルー転送を行います。したがって、MTUチェッ
クは導入されていません。ハードウェアバッファリングはジャンボパケット用に設計さ

れておらず、通常のMTUサイズ 1516を超えるパケットはサポートされていません。

• L3マルチキャストルックアップは、トランクポートでは有効化されていません。

• L3マルチキャストには、次のスケール番号があります。

• L2MCAST - MACテーブルと共有される 768システム全体 - {vlan,MAC}

• EntriesL3MCAST - 384システム全体の {vrf,G,*}エントリのみ

PIMの設定
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• L3マルチキャストの結果には、トランクポートを OIFとして含めることはできません。
トランクポート OIFでインストールするように計算されたエントリは、ハードウェアに
インストールされていません。

• L3マルチキャストルックアップミスパケットはSUPにパントされません。したがって、
Cisco Nexus® 3550-Tスイッチは FHRとして機能できません。ただし、{*,G}ツリーがす
でにインストールされている場合は、そのパスに沿ってマルチキャストを転送します。

• L3ルックアップが完了したとき。L2ドメインマルチキャストの受信者でさえ、減分され
た TTLでパケットを受信します。

• Cisco Nexus® 3550-Tプラットフォームスイッチは、MSDPをサポートしていません。

•ほとんどのCiscoNexusデバイスでは、RPF障害トラフィックはドロップされ、PIMアサー
トをトリガーするために非常に低レートで CPUに送信されます。Cisco Nexus® 3550-Tス
イッチは、RPF障害をチェックせず、すべてのトラフィックはインストールされたルート
に従って転送されます。

•ほとんどの Cisco Nexusデバイスのファーストホップ送信元検出では、ファーストホップ
からのトラフィックは送信元サブネットチェックに基づいて検出され、マルチキャスト

パケットは送信元がローカルサブネットに属する場合に限り、CPUにコピーされます。
Cisco Nexus® 3550-Tスイッチは FHR機能をサポートしておらず、ファーストホップトラ
フィックを検出できないため、ローカルマルチキャスト送信元を学習するためにスーパー

バイザにマルチキャストパケットが送信されません。

• Cisco NX-OSの PIMは、いずれのバージョンの PIMデンスモードまたは PIMスパース
モードバージョン 1とも相互運用性がありません。

Helloメッセージに関する注意事項と制限事項
Helloメッセージには、次の注意事項および制約事項が適用されます。

• PIM hello間隔はデフォルト値が推奨されます。この値は変更しないでください。

ランデブーポイントの注意事項と制限事項

ランデブーポイント (RP)には、次の注意事項と制限事項が適用されます。

• Cisco Nexus 3550-T - 10.1(2t)リリースは、静的 RPとしてのみ動作できます。

デフォルト設定
次の表に、PIMパラメータのデフォルト設定を示します。

PIMの設定
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表 1 : PIMパラメータのデフォルト設定

デフォルトパラメータ

無効共有ツリーだけを使用

無効再起動時にルートをフラッシュ

無効ログネイバーの変更

無効

BSRは Cisco Nexus 3550-T - 10.1(2t)
リリースでは使用できないため、

Auto-RPメッセージアクションを有
効にしないでください。

（注）

Auto-RPメッセージアクション

無効

BSRは Cisco Nexus 3550-T - 10.1(2t)
リリースでは使用できないため、

BSRメッセージアクションを有効に
しないでください。

（注）

BSRメッセージアクション

無効PIMスパースモード

1DRプライオリティ

無効hello認証モード

無効

Cisco Nexus 3550-T - 10.1(2t)リリー
スではドメインボーダーが使用でき

ないため、有効にしないでくださ

い。

（注）

ドメイン境界

Cisco Nexus 3550-T - 10.1(2t)リリースはポリシー設定をサポートしていないため、無効に
なっています。

（注）
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PIMの設定

Cisco NX-OSは、PIMスパースモードバージョン 2のみをサポートします。このマニュ
アルで「PIM」と記載されている場合は、PIMスパースモードのバージョン 2を意味し
ています。

（注）

下の表で説明されているマルチキャスト配信モードを使用すると、PIMドメインに、それぞれ
独立したアドレス範囲を構成できます。

説明RP設定の必要性マルチキャスト配信モード

任意の送信元のマルチキャス

ト

はいアーキテクチャセールスマ

ネージャ（ASM）

マルチキャスト用 RPFルートいいえマルチキャスト用 RPFルート

RPFチェックは Cisco Nexus 3550-T - 10.1(2t)リリースではサポートされておらず、プログ
ラムされた受信者への RPF障害に関係なく、マルチキャストパケットがフラッディング
されます。

（注）

PIMの構成タスク
次の手順で PIMを構成します。

手順

目的コマンドまたはアクション

各マルチキャスト配信モードで設定する

マルチキャストグループの範囲を選択

します。

ステップ 1

PIMをイネーブルにします。ステップ 2

ステップ1で選択したマルチキャスト配
信モードについて、設定作業を行いま

す。

ステップ 3

ステップ 4
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PIM機能の有効化
PIMコマンドにアクセスするには、PIM機能をイネーブルにしておく必要があります。

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

PIMをイネーブルにします。デフォルト
では PIMはディセーブルになっていま
す。

feature pim

例：

switch(config)# feature pim

ステップ 2

PIMの実行コンフィギュレーション情報
を示します。

（任意） show running-configuration pim

例：

ステップ 3

switch(config)# show
running-configuration pim

実行コンフィギュレーションを、スター

トアップコンフィギュレーションにコ

ピーします。

（任意） copy running-config
startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config
startup-config

PIM6スパースモードパラメータの設定
スパースモードドメインに参加させる各デバイスインターフェイスで、PIMスパースモード
を構成します。次の表に、構成可能なスパースモードパラメータを示します。

表 2 : PIMスパースモードパラメータ

説明パラメータ

デバイスにグローバルに適用

IPv4Registerのレート制限を毎秒のパケット数
で設定します。指定できる範囲は 1～ 65,535
です。デフォルト設定は無制限です。

Registerのレート制限

PIMの設定
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説明パラメータ

IPv4初期ホールドダウン期間を秒単位で設定
します。このホールドダウン期間は、MRIB
が最初に起動するのにかかる時間です。コン

バージェンスを高速化するには、小さい値を

入力します。指定できる範囲は 90～ 210で
す。ホールドダウン期間をディセーブルにす

るには、0を指定します。デフォルト値は210
です。

初期ホールドダウン期間

デバイスの各インターフェイスに適用

インターフェイスに対して PIMをイネーブル
にします。

PIMスパースモード

現在のインターフェイスに、PIMhelloメッセー
ジの一部としてアドバタイズされる指定ルー

タ（DR）プライオリティを設定します。複数
の PIM対応ルータが存在するマルチアクセス
ネットワークでは、DRプライオリティの最も
高いルータがDRルータとして選定されます。
プライオリティが等しい場合は、IPアドレス
が最上位のルータが DRに選定されます。DR
は、直接接続されたマルチキャスト送信元に

PIMRegisterメッセージを送信するとともに、
直接接続された受信者に代わって、ランデブー

ポイント（RP）方向に PIM Joinメッセージを
送信します。有効範囲は 1～ 4294967295で
す。デフォルトは 1です。

DRプライオリティ

PIMhelloメッセージでアドバタイズされるDR
プライオリティを指定期間にわたり 0に設定
することで、指定ルータ（DR）の選定への参
加を遅延させます。この遅延中、DRは変更さ
れず、現在のスイッチにはそのインターフェ

イスでのすべてのマルチキャストの状態を把

握する時間が与えられます。遅延期間が終了

すると、DR選出を再び開始するために、正し
い DRプライオリティが helloパケットで送信
されます。値の範囲は 3～ 0xffff秒です。

指定ルータの遅延

PIMの設定
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説明パラメータ

インターフェイスで、PIM helloメッセージ内
のMD5ハッシュ認証キー（パスワード）をイ
ネーブルにして、直接接続されたネイバーに

よる相互認証を可能にします。PIM helloメッ
セージは、認証ヘッダー（AH）オプションを
使用して符号化された IPセキュリティです。
暗号化されていない（クリアテキストの）キー

か、または次に示す値のいずれかを入力した

あと、スペースとMD5認証キーを入力しま
す。

• 0：暗号化されていない（クリアテキスト
の）キーを指定します。

• 3：3-DES暗号化キーを指定します。

• 7：CiscoType7暗号化キーを指定します。

認証キーの文字数は最大16文字です。デフォ
ルトではディセーブルになっています。

hello認証モード

helloメッセージの送信インターバルを、ミリ
秒単位で設定します。範囲は1000～18724286
です。デフォルト値は 30000です。

このパラメータの検証済みの範囲お

よび関連付けられた PIMネイバー
スケールについては、『CiscoNexus®

3550-T検証済みの拡張性ガイド』を
参照してください。

（注）

hello間隔

PIM6スパースモードパラメータの設定

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

PIMの設定
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目的コマンドまたはアクション

レート制限を毎秒のパケット数で設定

します。指定できる範囲は 1～ 65,535
です。デフォルト設定は無制限です。

（任意） ip pim register-rate-limit rate

例：

switch(config)# ip pim
register-rate-limit 1000

ステップ 2

指定されたルートマップで定義されて

いるグループプレフィックスに対し

（任意） ip pim spt-threshold infinity
group-list route-map-name

例：

ステップ 3

て、IPv4 PIM（*, G）状態のみを作成
します。CiscoNX-OSリリース 3.1は最

switch(config)# ip pim spt-threshold
infinity group-list my_route-map-name 大 1000のルートマップエントリを、

リリース 3.1より前の Cisco NX-OSは
最大 500のルートマップエントリをサ
ポートします。

ip pim use-shared-tree-only
group-listコマンドは、ip pim
spt-threshold infinity
group-listコマンドと同じ機
能を実行します。いずれかの

コマンドを使用してこの手順

を実行できます。

（注）

初期ホールドダウン期間を秒単位で設

定します。指定できる範囲は 90～ 210
（任意） [ip | ipv4] routing multicast
holddown holddown-period

例：

ステップ 4

です。ホールドダウン期間をディセー

ブルにするには、0を指定します。デ
フォルト値は 210です。

switch(config)# ip routing multicast
holddown 100

、PIM実行コンフィギュレーション情
報を表示します。

（任意） show running-configuration
pim

例：

ステップ 5

switch(config)# show
running-configuration pim

インターフェイス設定モードを開始し

ます。

interface interface

例：

ステップ 6

switch(config)# interface ethernet
1/1
switch(config-if)#

現在のインターフェイスでPIMスパー
スモードをイネーブルにします。デ

ip pim sparse-mode

例：

ステップ 7

フォルトではディセーブルになってい

ます。
switch(config-if)# ip pim sparse-mode

PIMの設定
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目的コマンドまたはアクション

PIMhelloメッセージの一部としてアド
バタイズされる指定ルータ（DR）プラ

（任意） ip pim dr-priority priority

例：

ステップ 8

イオリティを設定します。有効範囲は
switch(config-if)# ip pim dr-priority
192 1～ 4294967295です。デフォルトは 1

です。

PIMhelloメッセージでアドバタイズさ
れる DRプライオリティを指定期間に

（任意） ip pim dr-delay delay

例：

ステップ 9

わたり 0に設定することで、指定ルー
switch(config-if)# ip pim dr-delay 3

タ（DR）の選定への参加を遅延させま
す。この遅延中、DRは変更されず、
現在のスイッチにはそのインターフェ

イスでのすべてのマルチキャストの状

態を把握する時間が与えられます。遅

延期間が終了すると、DR選出を再び
開始するために、正しい DRプライオ
リティが helloパケットで送信されま
す。値の範囲は 3～ 0xffff秒です。

このコマンドは、起動時、ま

たは IPアドレスかインター
フェイスの状態が変更された

後にのみ、DR選定への参加
を遅延させます。これは、マ

ルチキャストアクセスのレイ

ヤ 3インターフェイス専用で
す。

（注）

PIMhelloメッセージ内のMD5ハッシュ
認証キーをイネーブルにします。暗号

（任意） ip pim hello-authentication
ah-md5 auth-key

例：

ステップ 10

化されていない（クリアテキストの）

キーか、または次に示す値のいずれか
switch(config-if)# ip pim
hello-authentication ah-md5 my_key を入力したあと、スペースとMD5認

証キーを入力します。

• 0：暗号化されていない（クリアテ
キストの）キーを指定します。

• 3：3-DES暗号化キーを指定しま
す。

• 7：Cisco Type 7暗号化キーを指定
します。

PIMの設定
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目的コマンドまたはアクション

キーの文字数は最大 16文字です。デ
フォルトではディセーブルになってい

ます。

helloメッセージの送信インターバル
を、ミリ秒単位で設定します。範囲は

（任意） ip pim hello-interval interval

例：

ステップ 11

1000～ 18724286です。デフォルト値
は 30000です。

switch(config-if)# ip pim
hello-interval 25000

最小値は 1ミリ秒です。（注）

PIMインターフェイスの情報を表示し
ます。

（任意） show ip pim interface [interface
| brief]

例：

ステップ 12

switch(config-if)# show ip pim
interface

実行コンフィギュレーションを、ス

タートアップコンフィギュレーション

にコピーします。

（任意） copy running-config
startup-config

例：

ステップ 13

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

ASMの構成
ASMモードを構成するには、スパースモードおよび RPの選択方式を構成します。RPの選択
方式では、配信モードを指定して、マルチキャストグループの範囲を割り当てます。

静的 RPの設定

RPを静的に設定するには、PIMドメインに参加するルータのそれぞれにRPアドレスを設定し
ます。

RPアドレスがループバックインターフェイスを使用することをお勧めします。また、RP
アドレスを持つインターフェイスで、ip pim sparse-modeが有効になっている必要があり
ます。

（注）

静的 RPの設定

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、およびPIMがイネーブルになっ
ていることを確認してください。

PIMの設定
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

マルチキャストグループに、PIM静的
RPアドレスを構成します。

ip pim rp-address rp-address

例：

ステップ 2

静的RPアドレスのプレフィックスリス
トポリシー名を指定できます。

switch(config)# ip pim rp-address
192.0.2.33

モードは ASMです。

PIM RP情報を表示します。（任意） show ip pim group-range
ip-prefix

ステップ 3

例：

switch(config)# show ip pim group-range

実行コンフィギュレーションを、スター

トアップコンフィギュレーションにコ

ピーします。

（任意） copy running-config
startup-config

例：

ステップ 4

switch(config)# copy running-config
startup-config

ASM専用の共有ツリーの設定

共有ツリーを構成できるのは、AnySourceMulticast（ASM）グループの最終ホップルータだけ
です。この場合、受信者がアクティブグループに加入しても、このルータでは共有ツリーから

SPTへのスイッチオーバーは実行されません。

Cisco Nexus® 3550-Tは、共有ツリー機能のみをサポートします。（注）

メッセージフィルタリングの設定

以下の表に示す PIMメッセージのフィルタリングを構成できます。

表 3 : PIMメッセージのフィルタリング

説明メッセージの種類

デバイスにグローバルに適用

PIMの設定
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説明メッセージの種類

ネイバーのステート変更を通知するSyslogメッ
セージをイネーブルにします。デフォルトで

はディセーブルになっています。

ネイバーの変更の記録

メッセージフィルタリングの設定

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、およびPIMがイネーブルになっ
ていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

ネイバーのステート変更を通知する

Syslogメッセージをイネーブルにしま
（任意） ip pim log-neighbor-changes

例：

ステップ 2

す。デフォルトではディセーブルになっ

ています。
switch(config)# ip pim
log-neighbor-changes

PIM構成コマンドを表示します。（任意） show run pim

例：

ステップ 3

switch(config-if)# show run pim

実行コンフィギュレーションを、スター

トアップコンフィギュレーションにコ

ピーします。

（任意） copy running-config
startup-config

例：

ステップ 4

switch(config-if)# copy running-config
startup-config

PIMプロセスの再起動
フラッシュされたルートは、マルチキャストルーティング情報ベース（MRIB）、およびマル
チキャスト転送情報ベース（MFIB）から削除されます。

PIMを再起動すると、次の処理が実行されます。

• PIMデータベースが削除されます。

• MRIBおよびMFIBは影響を受けず、トラフィックは引き続き転送されます。

PIMの設定
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•マルチキャストルートの所有権がMRIB経由で検証されます。

•ネイバーから定期的に送信される PIM Joinメッセージおよび Pruneメッセージを使用し
て、データベースにデータが再度読み込まれます。

PIMプロセスの再起動

始める前に

Enterprise Servicesライセンスがインストールされていること、およびPIMがイネーブルになっ
ていることを確認してください。

手順

目的コマンドまたはアクション

PIMプロセスを再起動します。restart pim

例：

ステップ 1

再起動プロセス中にはトラ

フィック損失が発生する可能

性があります。

（注）

switch# restart pim

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

switch# configure terminal
switch(config)#

PIMプロセスの再起動時に、ルートを削
除します。デフォルトでは、ルートはフ

ラッシュされません。

ip pim flush-routes

例：

switch(config)# ip pim flush-routes

ステップ 3

flush-routesコマンドを含む、PIM実行
コンフィギュレーション情報を示しま

す。

（任意） show running-configuration pim

例：

switch(config)# show
running-configuration pim

ステップ 4

実行コンフィギュレーションを、スター

トアップコンフィギュレーションにコ

ピーします。

（任意） copy running-config
startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config
startup-config

PIM設定の確認
PIMの構成情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

PIMの設定
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説明コマンド

IPマルチキャストルーティングテーブルを表
示します。

detailオプションは、詳細なルート属性を表示
します。

summaryオプションは、ルートカウントとパ
ケットレートを表示します。

このコマンドは、マルチキャストヘ

ビーテンプレートが有効になってい

る場合、Cisco Nexus® 3550-Tスイッ
チのマルチキャストカウンタも表示

します。以下のサンプル出力を参照

してください。

（注）

show ip mroute [ip-address] [detail | summary]

学習済みまたは設定済みのグループ範囲およ

びモードを表示します。同様の情報について

は、show ip pim rpコマンドを参照してくださ
い。

show ip pim group-range [ip-prefix]

情報をインターフェイス別に表示します。show ip pim interface [interface | brief]

ネイバーをインターフェイス別に表示します。show ip pim neighbor [interface interface |
ip-prefix]

発信インターフェイス（OIF）リスト内のすべ
てのインターフェイスを表示します。

show ip pim oif-list group [source]

各マルチキャストルートの情報を表示します。

指定した（*,G）に対して、PIMJoinメッセー
ジを受信したインターフェイスなどを表示で

きます。

show ip pim route [source | group [source]]

ソフトウェアの既知のランデブーポイント

（RP）およびその学習方法と、それらのグルー
プ範囲を表示します。同様の情報については、

show ip pim group-rangeコマンドを参照して
ください。

show ip pim rp [ip-prefix]

実行コンフィギュレーション情報を表示しま

す。

show running-config pim

スタートアップコンフィギュレーション情報

を表示します。

show startup-config pim

PIMの設定
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説明コマンド

PIMの詳細情報を表示します。show ip pim [detail]

統計の表示
次に、PIMの統計情報を、表示およびクリアするコマンドについて説明します。

PIM統計情報の表示
これらのコマンドを使用すると、PIMの統計とメモリ使用状況を表示できます。

説明コマンド

レジスタ、RP、および Join/Pruneメッセージ
のポリシーについて、ポリシー統計情報を表

示します。

show ip pim policy statistics

グローバル統計情報を表示します。show ip pim statistics

PIM統計情報のクリア
これらのコマンドを使用すると、PIM統計をクリアできます。

説明コマンド

指定したインターフェイスのカウンタをクリ

アします。

clear ippim interface statistics interface

レジスタ、RP、および join-pruneメッセージ
ポリシーについて、ポリシーカウンタをクリ

アします。

clear ip pim policy statistics

PIMプロセスで使用されるグローバルカウン
タをクリアします。

clear ip pim statistics

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

PIMの設定
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標準

MIB
MIBのリンクMIB

サポートされているMIBを検索およびダウン
ロードするには、次のURLにアクセスしてく
ださい。

ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/supportlists/nexus9000/
Nexus9000MIBSupportList.html

PIMに関連したMIB

PIMの設定
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ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/supportlists/nexus9000/Nexus9000MIBSupportList.html
ftp://ftp.cisco.com/pub/mibs/supportlists/nexus9000/Nexus9000MIBSupportList.html
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翻訳について
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